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北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
五
年
目
に
入
り
ま

す
。第
五
回
の
総
会
が
左
記
の
要
領
で
開
か

れ
ま
す
。
総
会
の
ほ
か
に
楽
し
い
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
計
画
し
ま
し
た
。
ひ
ご
ろ
、

な
か
な
か
会
え
な
い
会
員
同
士
、
年
に

一

度
集
ま

っ
て
交
流
を
深
め
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

多
数
の
方
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。会

費
　
会
員

三
千
円
、
非
会
員
四
千
円

出
欠
　
出
欠
は
同
封

の

ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
下
さ
い

〓
西
一二
じ

北海道ポーラン ド文化協会会誌「ポーレ」

第 16号   1991,10,31

POLE

狼
常
親
〈
ム

日
時
　
　
十

一
月
八
日
の
総
会

に
引
き
続
い
て

場
所
　
す
み
れ
ホ
テ
ル

（
北

一
西
二
、
電
話
二
六

一
―
五

一
五

一
）

一
、
ビ
ア
ノ
演
奏

（
解
説
　
大
竹
　
貞
）

①

ワ
ル
ツ
　
Ｏ
Ｐ
六
四
、

Ｎ
０
２
　
Ｆ

・
シ
ョ
バ
ン

（
演
奏
）
高
島
員
知
子

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
風
民
俗
舞
曲
　
Ｏ
Ｐ
五
五
よ
リ
　
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
、

ク
ラ

コ
ヴ
ィ
ア
ク
Ｍ

・
モ
シ

ュ
コ
フ
ス
キ
ー

（
演
奏
）
水
谷
澄
子

二
、
会
食

三
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
短
編
映
画
　
ポ

ラ
ン
ス
キ
監
督

（
予
定
）

（
解
説
）
下
田
千
代
麿
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六
月
の

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
」
で
企
画

し
た

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会
」
は
た
い

へ
ん
好
評
で
し
た
。
料
理
を
通
し
て
身
近

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
い

う
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

食
生
活
を
中
心
に
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

熊
倉
さ
ん
は
ル
プ
リ
ン
の
近
く
、
ク
ラ

シ
ニ
ク
と
い
う
町
の
出
身
で
す
。
日
本
滞

在
十
二
年
目
で
、
現
在
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の

講
師
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
職
場
や
学
校
が
午
前

七
時
に
始
ま
り
ま
す
。
朝
食

（
シ
ナ
ダ
ー

ニ

ュ
）
は
、
午
前
六
時
こ
ろ
に
と
り
ま
す
。

バ
ン
に
ジ

ャ
ム
や
パ
タ
ー
を

つ
け
て
牛
乳

を
飲
み
ま
す
。
町
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

朝
に
は
パ
ン

（
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
か
パ
タ
ー

ロ
ー
ル
）
と
パ
タ
ー
な
ど
を
買
い
に
行
き

ま
す
。
パ
タ
ー
は
塩
分
の
少
な
い
も
の
で
、

二
、
三
日
お
き
に
買
い
ま
す
。

午
前
十

一
時
こ
ろ
、
第
二
朝
食

（
ド
ゥ

ル
ギ
シ
ナ
ダ
ー
ニ
ュ
）
が
あ
り
ま
す
。
職

場
や
学
校
で
も
二
十
分
く
ら
い
の
休
憩
時

間
が
あ
り
、
簡
単
な
サ
ン
ド
ウ
イ

ッ
チ
か

カ
ナ

ッ
ペ
、
そ
れ
に
紅
茶
、
少
量
の
果
物

な
ど
を
食
べ
ま
す
。
こ
の
時
間
に
は
役
所

な
ど
の
窓
口
に
は

「
朝
食
中
」
と
い
う
札

が
出
て
い
て
、
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

昼
食

（
オ
ビ
ィ
ヤ
ー
ド
）
は
午
後

一
時

こ
ろ
で
す
。
昼
食
が

一
日
中
の
主
要
な
食

事
と
な
り
ま
す
。
家
族
が
そ
ろ

っ
て
ゆ

っ

く
り
楽
し
む
の
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
習
慣

で
す
。
し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
で
は
そ

れ
ぞ
れ
に
職
場
で
と
る
よ
う
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ス
ー
プ
、
肉
類
の
煮
込
み

料
理
、
し

ゃ
が
い
も
、
サ
ラ
ダ
、
バ
ン
、

デ
ザ
！
卜

（
ケ
‥
キ
と
紅
茶
）
で
す
。
日

本
の
夕
食
の
よ
う
に
、　
一
番
手
を
か
け
た

料
理
を
食
べ
ま
す
。
煮
込
み
料
理
は
そ
の

と
き
ど
き
で
、
ク
レ
ー
プ
、
ビ
エ
ロ
ギ

（
ギ

ョ
ー
ザ
風
の
も
の
）
、

マ
カ

ロ
ニ
料

理
と
変
わ
り
ま
す
。
し

ゃ
が
い
も
は

一
日

一
度
は
食
卓
に
の
ば
り
ま
す
。
し

ゃ
が
い

も
料
理
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
日
本
の

い
も
も
ち
に
似
た

「
い
も
だ
ん
ご
」
を
作

り
、
温
か
い
う
ち
に
パ
タ
ー
で
あ
え
て
食

べ
ま
す
。
い
も
だ
ん
ご
は

一
度
に
た
く
さ

ん
作
り
、
翌
日
い
た
め
て
食
べ
た
り
し
ま

す
。職
場
は
午
後
三
時
こ
ろ
に
は
終
わ
り
ま

す
。
夕
食
の
時
間
ま
で
家
庭
菜
園
を
作

っ

た
り
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

夕
食

（
コ
ラ
ツ
ィ
ア
）
は
午
後
七
時
こ

ろ
で
す
。
夕
食
に
は
軽
く
パ
ン
、
卵
料
理
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
温
め
た
も
の

な
ど
を
食
べ
ま
す
。

主
婦
の
家
事
を
す
く
な
く
す
る
た
め
に
、

オ
ピ
ヤ
ー
ド
で
作

っ
た
煮
込
み
料
理
を
温

め
な
お
し
て
食

べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
曜
日
は
午
前
中
に
教
会
に
行
き
、
オ

ピ
ィ
ヤ
ー
ド
は
家
族
そ
ろ

っ
て
ゆ

っ
く
り

食
べ
ま
す
。

＊

　

　

　

＊

　

　

　

＊

ク
リ
ス
マ
ス

・
イ
ヴ
は
、
家
族
が
そ
ろ

っ
て
正
装
し
て
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
を
祝
う

特
別
の
日
で
す
。
テ
ー
プ
ル
に
真

っ
白
な

ク
ロ
ス
を
か
け
て
、
家
族
の
数
よ
り

一
人

分
多
く
食
器
を
セ

ッ
ト
し
ま
す
。
食
事
の

メ
イ
ン
は
七
面
鳥
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
魚
、

野
菜
を
使

っ
た
料
理
な
ど
で
す
。
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
獣
肉
の
料

理
は
食

べ
ま
せ
ん
。
油
も
い
つ
も
使
う
ラ

ー
ド
で
は
な
く
、
ナ
タ
ネ
油
な
ど
植
物
性

の
油
を
使
い
ま
す
。

魚
料
理
と
し
て
、
塩
漬

ニ
シ
ン
と
鯉
の

フ
ラ
イ
料
理
を
か
な
ら
ず
作
り
ま
す
。

野
菜
料
理
は
、
野
菜
と
干
し
キ
ノ
コ
な
ど

を
使

っ
た
料
理
で
す
。
ビ
ゴ
ス
に
も
肉
を

使
わ
ず
、
千
し
キ
ノ
コ
で
味
付
け
し
ま
す
。

ピ
ー
ツ
を
使

っ
た
赤
い
ボ
ル
ス
ツ
、
豆
と

ザ
ワ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
煮
込
み
な
ど
で
す
。

マ
カ

ロ
ニ
料
理
も
作
り
ま
す
。
け
し
の
実

と
蜂
蜜
で
作

っ
た
ソ
ー
ス
で
マ
カ

ロ
ニ
を

食
べ
ま
す
。

飲
物
は
白

ワ
イ
ン
で
、
ウ
オ
ツ
カ
は
飲

み
ま
せ
ん
。

食
事
を
済
ま
せ
た
あ
と
は
、
教
会
の
ミ

サ
に
出
か
け
ま
す
。

（熊
倉
さ
ん
談
）

い
も

だ

ん
ご―

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
食
習
慣

―
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「 ビゴス」の作 り方

「 ビゴス」というポーランドの代表的な家庭料理

をご紹介 します。ザヮークラフトを使う寒い冬にび

ったりの料理です。

ザワークラフ トは,秋に収穫 したキャベツを冬期

間保存するために塩漬けにしたものです。 (日本で

も缶詰にされたものが市販されています。)ボーラ

ンドではたくさん作 って外に出して凍らせておき,

少 しづつ温めなおして食べるそうです .

【材料】

ザワークラフ ト (缶詰)(400g),キ ャベツ

(400g),プ タ肉 (200g),牛 肉 (100
g),ソ ーセージ (200g),ベ ーコン (100
g),玉 ネギ (50g),ラ ー ド (80g), トマ

トペースト (50g),小 麦粉 (20g),干 しシ

イタケ (1枚),干 しブルーン (5個 ),赤 ブ ドウ

酒 (100cc),ロ ーレルの葉,塩,こ しょう,
コンソメスープの素

*

【メモ】

①キャベツによってははゃく煮溶けてしまうもの

言があるので注意.            [‖ l

【作り方】

①厚手の鍋に干しシイタケ,コ ンソメスープの素

干しプラム,牛肉 (薄切リーロ大),ザ ワークラフ

トを入れ,材料がかくれる程度に水を加える。

②中火で20分 ほど煮てから,キ ャベツを細切り

にしたものを加える.キ ャベツがやわらかくなるま

で煮込む.

③別のフライバンでラー ドを熱し,玉ネギのみじ

ん切り,ぶた肉 (薄切リー日大),ソ ーセージ,ベ
ーコンをいためてから,少 し「蒸し煮」のようにす

る.肉に火が通ったら小麦粉を加えて,小麦粉がき

つね色になるまでいため合わせる。

④このフライバンに②のキャペツを入れ,さ らに

トマ トペースト,赤 ワインを加えて,塩,コ ショウ

で味をととのえ,混ぜながら10分間ほど煮込む。

○このようにしてできたビゴスに, ライブレッド

を添えて食卓に出す。

② ウィンナーソーセージなど,い ろいろな種類の

ものを加えるといっそうおいしくなる。ポーランド

では肉や鳥を焼いたときに出る肉汁を入れたりする.

「ショバン、わが愛」新生ポーランド魂のひびき。

ポーランドロ立放送交響楽団
藉術監轟/ァントニー。ビウト
ピアノ/ヤ~ノ シュ・オレイニチヤク譜究ゴシヨ香誌 (ガ

ピアノ/有森  博 響秘憩 %鷹 優秀演奏賞
11月 19日 凶 7:00 市民会館大ホール

S¥8,000 A¥6,000 B¥5,000(税 込、全席指定、

プログラム

ショバン:ピアノ協奏曲第1番侑森博)

ショバン:ピアノ協奏曲第2番 (オレイニチャク)

シューベルト:交響曲第8番「未完成」

ポー ラ ン ド'ド 文化協会
-3-
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≡
≡

笙
帰

上
―

〓
二

日
凹

Ⅲ
酬
△
ム

≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡

■
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
著
名
な
画
家
、

ス
タ
シ
ス
の
絵
本
原
画
展
と
講
演
会
を

開
き
ま
す
。
絵
本

「
ク
レ
セ
ン
ト
ム
ー
ン
」
の
原
画
展
は
、
六
月
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
週
間
の
行
事
と
し
て
行
う
予
定
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情

で

今
回
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
と
あ
わ
せ
て
、
会
員
以
外

の
方
も
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
上
、
多

数
お

い
で
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、

「
ク
レ
セ
ン
ト
ム
ー
ン
」

絵
本
原
画
展

（
期
間
）
十

一
月

一
日

（
金
）
よ
り
十

一
月
二
十
四
日

（
日
）
ま

で
、

毎
日
九
時
か
ら
五
時
ま
で

（
展
示
期
間
中
は
無
体
）

（
場
所
）
天
神
山
国
際

ハ
ウ
ス
ロ
ピ
ー

ニ
、

ス
タ
シ
ス
氏

の
講
演
会

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
と
リ
ト
ア
ニ

ア
の
文
化
」

（
日
時
）
十

一
月
九
日

（
土
）
午
後

一
時
よ
り

（
場
所
）
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
三
階
研
修
室

ス
タ
シ
ス

・
エ
イ
ド
リ
ゲ
ヴ

ィ
チ
ウ
ス
　
氏

の
略
歴

一
九
四
九
年
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
に
生
ま
れ
る
。
首
都

ピ
リ
ニ
ウ
ス
の

美
術
大
学
を
卒
業
し
、
七
六
年

に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
移
住
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
で

活
躍
す
る
東
欧
を
代
表
す
る
画
家
。

リ
ト
ア
ニ
ア
時
代
か
ら
絵
本

の
仕
事

に
か
か
わ
り
、
幻
想
的
な
タ
プ

ロ
ー
、
ポ

ス
タ
ー
、
絵
本
な
ど
の
作
品
を
生

み
出
し
て
、
数
々
の
賞
を
獲
得
。
そ
の
作
品
は
人

々
を
魅
了
し
て
い
る
。

Dz・ ien dObry!

Dzien dobry paist■ o!  (チ
・
ェイン・卜
・フ・サィ・ハ・ニストフォ)

M6wmy po polsku.  (ム ウ
゛
ィムィ。 ホ
・ホ・ルスク)

皆さん,こ んにちは !

ポーランド語で話してみましょう。

Dzien dobryは 大変便利なあいさっの言葉です。一

日中いつでも,誰に対してでも使えますし,初対面
のあいさつにもなります。

「 おはよう」にあたる特別な表現がポーランド語に

はありませんから,Dzien dobryを 使います。

Dzien(日・昼)dobry(良 い)の意味です。

-1-

Dobry wiecz`r:(卜
´
フ・リィ。ウ
・
ィエチュール)

こんばんは !

wiecz`ri(晩 ・夕方)の意味ですから,暗 くなって

から使 tヽ ます。

czeS`!(チ ェツチ)

こんにちは.パイパイ。

若い人や親しい人同士で使われる。少しくだけた言

い方のあいきつです。

Do widZenia!(卜
・・ウ
・
ィツ・ェニヤ)

きようなら :

「 またお会いするまで」という意味です。

Dobranoc:

おやすみなさい !

■oc(夜 ) dobra(良 い)です。
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日本の米とポーランドのパン 富 山 信 夫

RY夕  JAPOFSKI i CⅡLEB POLSKI

Dwadzie`cia siedem lata temu,w polscei ia

iadヤёm chleb razowy po razpierwszy. Chleby:

biale i razovre byly na stole.  Dr Кolago

opovri adaを, “Chleb razovfy jest smacznieiszy niウ

chleb bialy,dlatego proszQ je`` ten′ chleb

razowyo Smacznego! ProszQ je`` du2oo SmacznegoP

proszQ!"  Pra■ dQ m6wilc 70ヤ ale■ chleb bi31y i

dlatego 力alowalem,を e go nie iadle口。

W zeszly口  roku u pani nauczycielki Xunakura.

jadヤ en chleb razowy pcrbardzo dl・ ugin tzasie.

Przypo■ inalen sobie polski smak i tez dr

Кolagoz Kutna。

W tym roku ■ luty口 , pani Anna od■ ledzara

nasz doln na HINAMATSURl.

Razem ogllHtty polskie i jap“ skie lalki,

opowiadali ζ口y o rOdzinich i jedliζ my CH:RASI‐

ZUSII.  Teを rOzmawiali`my o ry'u i chlebie.

Anna : Ja lubiQ ry'. To ry'Ove iedZenie iest

bardzo kolorowe i slnaczneo A iaki to

jest gatunek ry'u?

■0』 a

Toni

zona: To Jest XOSIIHIKARl.

An■ a

W iapOnil, ryウ  jest bardzo waを ■ym

jedzeniem i bardzo potrzebna rOζ lin■

PO WOinie r。 lniczy post,p jeSt ryzowl

historil.

Czy pa■  口oをe Odr6znia` gatunki ry'u―

XOSHIH:KSRl,SASANISHIKl, AKITAKOMACII,

K!RARA i tym podobne?

Nle. nie mog9・   TO jest bardzo

A jaki chleb paniv011.bi a=y cry

Oczywiζ cie w01Q chleb razowy。

zo■ a: Czasani n`i nlz OpOWiada o

razowyln, ale ja ieSZCZe

nie jadle■  chleba razowego.

Anna : Chleb razowy jest dobry dla zdrowia i

diety.

■Oja ウOna: Dieta ? SInukla ?

Anna : Tak. Tak ! To prawda l

mOja をOna: Jaki dobry chleb : Ja chc9 je``

iutrO trzebachleb razowy. Zaraz,

kupow`c ten chleb.

Teraz, co tydziei jemy chleb razowy.  Moia

zone zawsze m`wi・  “Ten chleb ■ie iest ni?kki

ale dobry dla diety. Dieta 』eSt bardzo dobra

dla mnie. SInukPa : SInukla !"

(不口言尺)

27年前ポ=ラ ンドでのこと,黒パンとぃぅも,のを

初めて食べた。食卓の上には白いバンと黒いバン.

コラゴ博士いわく「 白バンより黒パンがおいしい。

この黒バンの方を召 し上がれ。どうぞ,どうぞ,た
くさん召し上がれ」。実をいえば,自い方を食べた
かったのだが,残念ながら白バンは一片も日に出来
なかった。

去年,熊倉 (ハ リーナ)先生のお宅で,本当に久
ぶりに黒バンを御馳走になった。はからずも,ポー

ランドの味,そ してコラゴ博士のことを思い出した。

今年の 2月 ,ア ンナさんが雛まつりのときに我家
を訪ねてくれた。一緒にポーランドや日本の人形を

観たり,家族のことを話し合ったりして,ち らし寿
司を食べた。話題が米とバンのことに及んだ。

アンナ :私はお米が好き。このライスフード (ち ら

Toni

Anna

■0,a

trudne.

razowy?

chlebie
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「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
」
編
集
委
員
会
の
皆
様

残
署
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で
し

ょ
う
か
。

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
第
十
五
号
を
い
た
だ
き
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
の
催
し
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
事
の
都
合
で
全
く
参
加

で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
協
会
の
文
化
活
動

が
手
作
り
で
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
心
温
ま

る
様
子
が
伝
わ
り
、
参
加
で
き
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

〓
昌
感
想
を
お
伝
え
し

た
く
書
き
ま
し
た
。

一
九
九

一
年
　
十
月
十

一
日
（吉
本
康
子
）

お願い

会員からの原稿を

編集委員会

訂
正
と
お
詫
び

本
誌
十
五
号
六
ベ
ー
ジ
の
赤
島
さ
ん
の

記
事
中
、
四
段
目
第

一
行
で

「
北
海
道
楽

器
」
と
あ
る
の
は

「
北
海
楽
器
」
の
ま
ち

が
い
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

「
ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

清
水
保
子

〔連
絡
先
〕
露
Ｔ
〓
〓

（斎
田
）

し寿司)は色どり豊かでおいしい。米の品

種は何ですか?(註 :ア ンナさんはポーラ
ンドの農業試験場から北大に留学中)

妻 :コ シヒカリですよ.

富山 :日本では米は重要な食料で,必須の農作物で

す。戦後,農業の進歩は稲作改善の歴史でも

あります。

アンナ :米 の品種を識別できますか ?コ シ、ササ、

アキタコマチ、キララなど。

富山 :僕にはできない。それは非常に難しいことで

すよ.と ころで、自パンと黒バンのどちら.が

好きですか?

アンナ :も ちろん黒バン.

妻 :と きどき,主人は黒バンのことを話しますが,
私はまだ黒バンというものを食べたことがない

んですの。

アンナ :黒バンは健康とダイエットに良いのですよ.

妻 :ダイエットに? スリムに?
アンナ :そ うですとも! 本当よ !

妻 :何 とまあ素敵なパン !私,黒バンを食べてみた
い。さっそく,明日買ってこなくちゃ。
今のところ,毎週黒バンを食べています。「 この
バンは柔らかくないけれど,ダイェットに良いの。

私にとってダイエットは最高.ス リムに、スリムに」

妻は何時もそう言っています。

(後記)

アンナさんは3月 に帰国。 27年前,私がお世話
になった Dro Jassemご夫妻 (現 ,彼女の上司)か
ら久 しぶりの便り。「彼女から北大のこと,そ して

貴殿のことを聞きました。いろいろ有難うございま

した。何と世界は小さいことか !今度は貴殿がまた

ポーランドにおいで下さい」と。

本当に世界は小さいものです。

韻がなつかしくて始めたポーランド語の勉強。な

んとか作文らしきものを書いてみました。講習会を

開催していただいた北海道・ポーランド文化協会と,

ご懇切なご指導・添削をたまわったハリーナ先生に

あつくお礼申し上げる次第です。
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